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取扱 説明 書 


CFOCC DR シリ ー ズ を お 買上 げ い た だ きま し て あり 
が と う ご ざ いま す 。 

本 機 の 機能 を 充分 に 発 百 させ て 効果 89 に ご 使用 いた だ く 
た め 、 こ の 取扱 説明 書 を ご 使用 前 に 最後 まで お 読み 下さ 
い 。 ま た この 取扱 説明 書 は 必ず 保存 下さ い 。 ご 使用 中 の 
不明 な 点 や 不具 合 が お 生じ た 時 お 役に立ち ます 。 
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本 機 の 特長 


テ レ ホ ン 感 覚 の 同時 送受 信 運 用 が 可能 
144 MHz と 430 MHz 帯 で . それ ぞ れ 送信 及び 受 
信 (ある い は , その 逆 も 可 ) を 同時 に 行なう 、 テ レ ホ 
ン 感 覚 の 同時 送受 信 (クロ スバ ンド ・ フ ル デ ュ ー プ レッ 
クス ) 運用 が 可能 で す 。 
こみ いっ た 会 話 や 、 テ ン ポ の いい 会 話 の 時 に は . 便 
利 な 機能 で す 。 
臣 ト ー ン エン コー ダー と トー ンス ケル チ 周 波数 を 
別 々 設定 可能 
オブ ショ ン の トー ンス ケル チ ユ ニッ ト (EJ-3U) を 取 
付け る と ,. トー ン エ ンコ ー ダ ー と トー ンス ケル チ 周 没 
数 を 別々 に 設定 し た 使い 方 も 可 で す 。 


完全 夜間 昭 明 付 
沖 太 パネル 上 の つま みや 青 作 ポタ ン は 、 夜 机 の モー ビ 
ル 運 還 に 最 半 な よう に , 見やす い 照 明 付 で す 。 
特に ビ ピアノ タ ッ チ 授 作 ポタ ン は ,. ライ トブ ルー の シャ 
ワー ライ トイ ルミ ネー ショ ン 付 で す 。 

画 5 色 の カラ ー 液 晶 使 用 
周波 数 ・ メ モリ ー チ ャ ン ネ ル ・ レ ピー ター 動作 ・ ト ー 
ン 動 作 そ し て . S/RF の グラ フィ ッ ク 表 示 等 G. 5 色 の 
ネガ ティ ブフ カラ ーー 液晶 を 採用 し まし た = 
カラ フル な ディ スプ レイ は ., 写 夜 を 問わ ず 要 胃 な モ 
ピル QSO を 実 湾 し ます 。 


還 L ED/ ワ ロッ ク 付 マイ ク を 標準 装備 
任 準 装 傘 マ イク は . PTT/UP/DWN の リモ コン スイ ッ 
チ の 他 に , この UP/DWN の 誤 作 止 務 の ロッ クス 
イッ チ と 、PTT QN 時 の 状態 が 手元 で わか る LED 付 で 
す 。 ま た ポ デ ィ ー は 手 に な じ む ティ アタ イブ の マイ ク で 
す 。 

田 チ ャ ン ネ ルス テッ プ は 6 種類 
VFO モー ド で ステ ッ プ UP ( 又 ほ DOWN) させ る チャ 
ン ネ ルス テッ プ は . 5 kHz/10 kHz/12.5 kHz/ 15 
kHz/20 kHz/25 kHz の 6 建 麺 の 中 か ら 人 寿 意 に 選ぶ こと 
が で きま す 。 


| w 車 載 ア ング ル 

: き DC コー ド - 
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圏 ス キャ ン 捉 能 は 4 種類 
プロ グラ ム ス キ ャ ン 
VFO モー ド に て . メモ リー チャ ン ネ ル の Ab チャ 
ン ネ ル に スキ ャ ン さ せ た い 詩 流 数 季 還 を メモ リー させ 
て , スキ ャ ン を スタ ー ト させ る と ブロ グラ ム ス キ ャ ン 
に な り ま す 。 
⑨ メ モリ ー ス キャ ン 
メモ リー モー ド に お いて . スキ ャ ン を スタ ー ト させ 
る と メモ リー スキ ャ ン に な り ま す 。 
最大 14 チャ ン ネ ル メ モリ ー を スキ ャ ン し ます 。 
④VFO スキ ャ ン 
VFO モー ド に お いて スキ ャ ン を スタ ー ト させ る と 
VFO スキ ャ ン に な り ま す 。 
その 帯域 会 て を 設定 され て いる チャ ン ネ ルス テッ プ 
に て スキ ャ ン し ます - 
①② プラ イオ リティ ー 
特定 の 周波 到 を 5 牧 に 1 記 和 信 する ブライ オリ 
ティ ー 擬 能 で す 。 
この 到 誤 は , モー ド に よっ で .「VFO プラ イオ リティ 
ー」「 メ モリ ー プ ライ オリ ティ ー」「 コ ー ル プラ イオ リ 
ティ ー」 の 3 つが あり ます 。 
還 デ ュー ブレ クサ ー 内 基 
_ デュー ブレ クサ ー 内 准 に より , 2 バン ドロ 44/ 
430 MHz) 用 アン テ ナ を 合馬 し ます と ., 無 弦 と の 授 続 
用 ケー ブル は 1 本 で て すみ, 大 変 経済 的 で す 。 
還 ト ー ン スケ ル チ 運 用 も 対応 (オプ ショ ンジ ) 
オプ ショ ン の トー ンス ケル チ ユ ニッ ト を 取付 ける と 
37 通り の トー ンス ケル チ 直 用 が で きま す 。 
還 そ の 他 の 機能 
フロ ント パネ ル 面 の キー ロッ ク 機 能 ス イッ チン 送受信 
局 波数 を 反転 する リバ ー ス スイ ッ チ メモリー スキップ 
機能 〆 ス プリ ッ ト 運 用 後 二 等 
田 オ プシ ョ ン 
DIO2US2 且 2 ベタ 0 お ピザ NN 
\6.800 


ご 使用 の 前 に … 必 すず お 読み くだ さい 。 川 


還 主 取扱 説明 書 に 記載 さわ て いる 更 合 を 喘 き . ケー ス な ど 
を 外し , 内 部 に ふれ る こと は さけ て くだ さい 。 内 部 に 
を ふれ る と 感電 . 数 了 必 の 原 医 と な る ご こと が あり ます 。 


玉 再 射 に 光 の 当たる 所 、 暖 序 還 具 な ど 発 肢 物 の 近く は ざけ 


て くだ さい 。 


還 共 びん 化 疾 品 な ど 水 の 入っ た も の ほ は. セット の -- に 置 
か な いで くだ さい 。 ま た 、 湿気 の 多い 所 は さけ て くだ ざさ 
い 。 


置 訟 私 を よく する た め 委 なら 10 cn くら い 哉 し て くだ さき 


い 。 


還 ほ こり , 舌 動 の 少な い 安 密 し た 場所 に セッ ティ ング し て 
くだ さい > 


是 ぶ ニッ ト は DC 138V バ ー) 拉 地 用 で す 。 


画 DC 安定 化 電源 を 便 用 する 場合 由 れ た 持 で AC 電流 プ 
ラグ の 抜き 差し を 行い ます と 感 叶 する お それ が あり ま 
す 。 絶 対 に し な いで くだ さい 。 


吉 源 コー ド を 引っ ぱっ た り 無 理 に 折り まげ た り , 如 ぎ 足 
し た りす る こと は , 通 寺 し な く な っ た り , ショ ー ト の お 
ぞ それ が あり ます の で し な いで くだ きい 。 


罰 太 一, 吉 が 出 た り , 卒 な 和 四 い が する 場合 窒 源 スイ ッ チ 
を すばやく OFE に し て . 量 渡 コー ド を 扱い て くだ さい 。 
ぞ の うえ 速やか に 剛 入 店 また は 最寄り の 当社 サー ビス 窓 

ロロ へ ご 運 絶 くだ さい 。 


還 デ ュー ナー テレビ な ど ., 字 の 機 吉 に 功 害 を える よう 


な と き は , 距離 を 離し て 設置 し て くだ さい 。 


還 湿 の 高い 所 や , 浴 た い 所 なら 急 に 明か が い 所 へ 物 動 し ま 
す と 設 品 に 窟 が つく 場合 が あり ます 。 人 樹 が つく と 製品 の 
動作 に 部 影響 を 与え . 故 是 の 原因 と な り ま す の で .。 よく 
乾燥 させ , 雪 を よ ぐ 取り 陵 い て か ら ご 使 朋 ください: 


区 約 する まえ に ・ 
=- ム パンド の 近く に は , の 人 は 


運用 時 の こ ご 


て いま す 。 これ ら の 時 線 局 の 近く で 電波 を 例 敵 す る と 
マチ ュ ア 無 局 が 電流 法令 を 少 定 し て いて も 思わ ぬ 電 
- 激 陣 雪 を 起こ すこ と が あり ます の で . 移動 運 屈 な ど に は 


か ご つよ 本 さい : 特に つき の よう 区 所 で の 字 有 は 


. 則 と し て 行なわ ず . 必要 な 場合 は 人 者 の 28 を 理 る よ 
とう に し まじ ょ うこ ーー 

・ 航空 預 内 , 容 活 敷地 内 。 新 両 内 業務 用 丈 局 及 
Eee 


2. 接続 


2-1. モー ビル で 運用 する 場合 


① 取 付 場所 
ご 使用 の 重 竹 に より 政広 レイ アウ ト は 異 り ます が 、 探 作 
性 , 安全 運 忠 の か ら 最 適 の 場所 を みつ け て ぐだ さい 。 
と くに , ひざ が セッ ト に 当ら な い 様 な 場所 を 選ん で ぐだ 
さい 。 又 . 赴 授 佑 鞭 が 伝わる 場所 や . カー ヒー ター の CR 
出し 口 な ど 各 内 度 が 上 昇 す る 場所 は さけ て くだ さい 。 


④ 電 源 の 近 続 方 法 
本 病 は 13.8V 用 で す 。 ト ラッ ク な ご 24V バッ テリ ー の 
車 は 赴 援 租 続 する こと は 出来 ませ ん 。 
又 . (一) 控 取 車 で ご 使用 くだ さい 。 まれ に い 填 : 授 地 車 
が あり ます ど びそ の 場合 は . 最寄り の 央 売店 又は 当社 サー 
ビス 窓 口 で ご 提 談 く だ さい 。 
電源 は . 138V を ご 使用 くだ さい 。 再 載 で ご 語 用 に な 
る 場合 さ バ ッ テ リ ー に 門 摂 深 続 し て くだ さい 。 シガー ブ 
ラグ を 使 字 され ます と 。, 電源 の 侯 給 が 不安 定 に な り ま す 
の で , 性 能 が 曜 持 で きま せん 。 
電源 コー ド の 赤 を プラ ス (〈 十 ) 極 に . 県 を マイ ナス (一 ) 更 
に 接続 し て くだ さい 。 極性 を 吉 違 いま す と . トラ ン シ ー 
バー が 壌 れる 事 が あり ます 。 


ざ 軍 載 ア ング ル の 取付 方 法 
図 の 機 こ 車 ア ング ル を 生 に 取り 信人 何 属 プ ラケット 
ガイ ド を 本 床 に 取り 付け て くだ さき さ ?.1。 
ガイ ド ① を 卓 箇 アン グル の 溝 に 先 に 入れ . 押し 上 げ な が 
うら 竣 に 押し て くだ さい 。 
司 時 に ガイ ド 〇 を 一重 アン ダル の 前 の 濡 に 入れ て 本 体 を 
事 衣 アン ダル に 国定 し て くだ さい :。 


ボディ に 取り 付け る 


< 沿 通 乱 ゅ 5 以上 を あけ た 場合 > 


ポ ボディ ーーーM ミ ナッ ト 

M5 評 ワ ン ッ シャ 

M5 スプ リン グ ワ ッ ジ シャ 
東屋 アン グル M5 ェ 20 mm ビス 


( 下 妨 と し て $ 4 土 0.2 を あけ た 場合 > 


M5 平 ワ ッ ン モ 
車 虹 アン グル ー M5z2C mm タッ ピン ダグ ビス 


む モ ー ビ ル アン テ ナ の 取付 方 法 
本 機 は , デ ュー ブレ クサ ー を 内 蔵 し . ア ン テ ナ コネ クタ ー 
(M 型 ) を 1 個 と し て いま す の で , 市 販 の デュ アル バン 
ド 星 (144 MHz と 430 MHz) アン テ ナ を 授 続 する ご 
と を お すす めし ます 。 V .U 別々 の アン テ ナ を 2 本 使 崩 
し ます と . アン テ ナ 共 用 詳 . 変 換 コ ネクター 等 が 必要 に 


な り ま す 。 
| デュ ー プ レク サー 
| (アンテ ナ 共 右 ) 
内 


デュ アル バン トド 用 アン テ ナ 使 用 時  V-.U2 本 の アン テ ナ 使 用 時 


デュ ー ブ レ クサ ー 内 蔵 


ま 体 


本 


局 輸 ケ ー ブ ル は 50 ひ の も の を お 使い ぐだ さい 。 
モー ビル アン テ ナ は 車 の ポ ボディ に アン テ ナ の 其 台 を 設置 
する 必要 が あり ます 。 確実 に 取り 付け て くだ きい > 


モー ビル アン テ ナ 取 付 冊 


了 
アド 


ルー フナ サイ ド 呈 台 


マグ ネッ ト 世 


つの >m 
っ 


2-2. 固定 で 運用 する 場合 


③④ 電源 に つい て 
固定 局 と し て 徒 用 する 場合 . 安定 化 吉 源 を ご 使用 くだ さ 
い 。 
送信 時 SX で は 約 3.5A、HX で は 約 10A 流れ ます の で 
宴 定 化 霊 源 の 容 第 に は 充分 祭 容 ど ある も の て , 高安 定 の 
も の を ご 使 必 くだ さい 。 
当 を の 電源 を 使用 され る こと を お すす めし ます 。 
吉 続 は 、 赤色 が ( 十 ). 黒色 が (一 ) と な る 様 に 付属 の リー 
ド 康 で 配 朝 し て くだ さい 。 


る 固定 用 アン テ ナ に つい て 
アン テ ナ は , 交信 する 上 に お いて 極め て 重 記 で す 。 人 性能 
の 良い アン テ ナ を ご 使用 くだ さい 。 
市 販 さ れ て いる アン テ ナ に は 無 指向 性 の グラ ンド プレ ー 
ン ア ン テ ナ や . 指向 性 の 八木 アン テ ナ な ど が あり ます 。 
運用 巨 的 、 設 置場 所 に 応じ て お 選び くだ さい 。 又 , 同軸 
ケー ブル は , 出来 る だ け 太 いも の を 〈5D2V 以上 ) 短く 
し て ご 合用 くだ さい 。 


13. 探 。"。 


3-1. 剖 部 の 名 称 と 機能 


3-1-1. フロ ント バネ ル 


戸 IMH ェ ロン 
vw 用 Amo cn- =p| 
6@ 1 eb] Le mi mh】 1 Km mp 1【<Hm ip 
= 


ーーーーーーーーー ト ーーーーー ト ーーーーー ト ーーーーー] 


TO モビ AN こう し に 
巨 己 ロ Ki 過 EACC w 
て うに エエ つ ロ に ーー つ M 


ゆ メ イン タイ ヤル 
送受 信 同 波数 、 メニ リー チャ ン ネ ル . 周波 広 ス テッ プ , 


トー ン 宮 泊 吉 . オフセット 河 志 数 の 倖 択 に 室 用 し ます 。 
@LCD バネ ル 
LCD に . 注 数 . メモ リー キャ ン ネ ル な どど , そ 


ーー3-1-2. LCD パネ ル : 


VOL (音量 ) ツマ ミ 
斉 量 の 握 豆 に 使用 し ます 。 時 計 万 向 に 如 し た す ど 言 時 
が 増加 し ます 、。 


SQL (スケ ル チ ) ツマ ミ 
無 信号 雪 信 時 の ノイ ズ を 消す た ぬ の ツマ ミ で す 。 持 計 
方 向 に 』 す と ノイ ズ が 消え ます 。 反 時 計 方 向 に 回 し 切 
る と , ノイ ズ が 和則 こ えま す 。 


@H/L スイ ッ チ 
送信 出力 を Hi/Low に 切り 換え る スイ ッ チ で す 。 控 し 
た 状態 で Low パワ ー に な り ま す 。 


電源 スイ ッ チ 
電源 を ON/OFF する スイ ッ テ で す 。 押 し た 状態 で CN 
に な り ま す 。 


ファ ンク ショ ン キ ー 
ファ ンク ショ ン 乾 能 の 設定 を する 時 に 使用 し ます 。 
(- 3-2 ファ ンク ショ ン 導 毅 の 説明 


MHz キー 
送受 信 周 波数 を MHz 単位 で 変化 させ る 時 に 便 用 し ま 
す 。 こ の キー を 近 す と 100 kHz 以下 の 拓 が 消え ます 。 
メイ ンダ イヤ ル , 又は マイ クロ ホン の UP/DWN キー に 
より 1MHz 単位 で 変化 し ます 。 再 度 MHz キー を 押す 
か , マイ クロ ホン の PTT スイ ッ チ を 押す と MHz 動作 
は 解除 され ます 。 


人 ⑥VFO/M キー 
押す た びに VFG 動作 こ メ モリ ー 動 倫 が 交互 に 5) り 的 わ 
り ま す 。 メモリー 動作 時 は メモ リー チャ ン ネ ル 表 示 学 
左 に MM が 表示 され ます 。 


REV キー 
デュ ー ブ プレ ックス ニー ド の 時 に 肖 受 信 周 流 数 を 入れ 挨 
えま す 。 

伸 SHIFT キー 
デュ ー ブ レ ックス モー ド と シン プレ ックス モー ド の 切 
換 を 行い ます 。 デュ ー プ レッ クス モー ド は (一 ) シフ ェ . 
( 十 ) シフ ト . デュ アル 動作 あじ, SHIFT キー を 押す 


ご と に (ー) シ フト , ( エ ) シフ ト . デュ アル 誤 作 、 シ 
ン ブ レ ックス の 了 鳴 に 切り 換 刀 っ て き ます 。 
人 TONE キー 


オプ ショ ン の トー ンス ケル チュ ユニ ッ ト (EJ-3U) を 取り 
付け た 時 に , トー シン エン コー ダー. トー ンス ケル チ 意 
能 を ON/OFF する キー で 。 

88.5 Hz の トー ン の ON/OFF を 行う の に も 使用 し ます 。 
(一 3-3-4, 3-4-3. 3-4-4 ) 


BPRI キー 
プラ イオ リティ ー 動 作 を ONZOFF する キー で す 。 
(ご 3-3-3 

SCAN キー 
スキ ャ ン 動 作 を ON/OFF する キー で す 。 【ー 3-3-2) 


@⑯CALL キー 
コー ルチャ ン ネ ル (メモ リー チャ ン ネ ル “ 〇 ') を 呼び 
出す キー で す 。 コ ー ル テ チャンネル が 呼び 出さ れる と 
CALL が 表示 され ます 。VFO/M キー で コー ルチャ ン ネ 
ル を 呼び 出す 前 の チャ ン ネ ル に 戻り ます 。 


マイ クロ ホン 上 端子 
付属 の マイ クロ ホン を 援 基 し て くだ さい 。 


3-1-2. LCD パネ ル 


144 MHz 害 REV エー DUAL ENC DEC PR 
「 履 」 ) す 7 79 
た 4 す / 
5s ビ コ ィ ビビ イコ 9 ビ コ OvER 
430 MHz 常 
⑩REV 表示 デシ マル ボイン ト 


リバ ー ス 動作 中 に 表示 し ます 。 


ち デ ュー プレ ックス 表示 
デュ ー ブ レ ックス モー ド で 動作 中 に 表示 し ます 。 


ENC 表示 
トー ン エ ンコ ー ダ ー 動 作 中 に 表示 し ます 。 


DEC 表示 
トー ンス ケル チ 動 作 中 に 表示 し ます 。 


⑨PRI 表示 
ブラ イオ リティ ー 動 作 中 に 表示 し ます 。 


⑬CALL 表示 
コー ルチャ ン ネ ル 呼 び 出 し 中 に 素 示し ます 。 


周波 数 表示 
送受 信 周 波数 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ , トー ン 周 流 到 , 
シフ ト 周 流 至 を 表示 し ます 。 


小数 点 素 示 で す 。 送 受信 居 波 数 シフ ト 周 波数 の 場合 は . 
この 表示 より 左側 が MHz に な り ま す 。 チ ャ ン ネ ルス 
テッ プ の 場合 は kHz. トー ン 周 没 数 の 場合 は Hz に な り 
ます 。 

スキ ャ ン 動 作品 は , 点 減 表 示 を し ます 。 

メモ リー チャ ン ネ ル で メモ リー スキ ッ プ に 選択 され て 
いる と 消灯 し ます 。 


BUSY 表示 
スケ ル チ が 閑 い て いる 時 に 表示 し ます 。 


⑩S/RF メー ター 
受信 時 は S メー ター と し て , 送信 時 は RF メー ター と 
し て 竿 きま す 。 


ON AIR 表示 
送信 状態 の 時 に 表示 し ます 。 


や M 表示 
メモ リー 動作 中 に 表示 し ます 。 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー が 
押さ ざれ て 5 秒間 は 点 減 し て いま す 。 


メモ リー チャ ン ネ ル 表 示 
メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 を 素 示し ます 。 


3-1-3. リア バネ ル 


0 アン テ ナ 端 子 
144 MHz. 430 MHz 融 共 用 の アン テ ナ コ ネクター で . 
イン ピー ダン ス は 50Q で す 。 全体 に . デュ ー プ レク サー 
(アン テ ナ 共 月 器 ) を 内 茂 し て いま す の で , 市 販 の アン 
テ ナ イ ン ピ ー ダ ンス 50. の M 型 同 軸 ブ ラグ 付き デュ 
アル バン ド (144 MHz/430 MHz 需 ) 用 アン テ ナ を 短 
続 し て くだ さい 。 


の 電源 コネ クタ ー 
付属 の 電源 コー ド を 接続 し て くだ さい 。 電源 コー ド は 
赤色 が プラ ス (+) 極 、 黒色 が マイ ナス (-) 厨 に な る 
様 正しく 援 続 し て くだ さい 。 


9 外部 スピ ー カ ー 端 子 
外 色 スピ ー カ ー の 授 続 弟子 で す 。 インピーダンス は 
80 で す 。 


3-1-4. マイ クロ ホン 


ゆ @UP/DWN (アッ プン ダウ ン ) キー 
送受 信 周波 数 , メモ リー チャ ン ネ ル , 周波 到 ス テッ プ 
トー ン 周 沢 徐 を アル プ ま た は ダウ ン さ せる スイ ッ チ で 
す 。 押 し 続け る と 連続 し て 妥 化 し ます = 


PTT (プッ シュ ・ ト ゥ ・ ト ー ク ) スイ ッ チ 
理 し て いる 周 . 送信 状 悪 に な り ま す . ま だ, スキ ャ ン . 
MHz, 周波 数 ステ ッ プ の 居 択 . トー ン 局 波数 の 選択 の 
動作 中 に この スイ ッ テ を 押す と , その 動作 が 解除 され 
ます 。 


人 ぬ 送 信 LED 
PTT スイ ッ チ を 提 す と 点灯 し ます : 
人 UP/DWN ロッ クス イッ チ 
スイ ッ チ を ロッ ク に する と マイ ク の UP/DWIN キー を 勤 


お な くす る こと が で きま す 。 
マイ ク で UP/DWN し た く な い 捕 に 使用 し て くだ さい 。 


マイ クロ ホン 端 援 続 図 (セッ ト の 正面 より 見 た 図 ) 
DC5V③ 


NC@ 


GND (MICy② 


3-2. ファ ンク ショ ン 機 能 の 説明 


F キー を 押す と . 5 秒 出 N| 表示 が 吉 潤 し ます 。 
Mt 表示 点 減 に 字 の キー を 押す 事 に より ファ ンク ショ ン 機 能 を 奈 住 で きま す 。 


3-2-1. チャ ン ネ ルス テッ プ の 選択 


3-2-2. メモ リー 書 込 
1 
の 


回 2 


TS 一 


な 


1 


ー 


お 


Nb 
こ M 


ーー エーーー サー ロー ドキ ー 


.。VFO/M キー で VFO モー ド を 選択 し ます 、 


ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て くだ さい 。M 表示 が 点 淫 
し て いる 間 に CH SP キー (VFO/M キー) を 苑 し て 
くだ さい 。 
現在 の チャ ン ネ ルス テッ プ が 表示 され ます 。 
』 ! 
依 如 8 


オー ニー ロー ロー ロー ロー ドロ ーー 一 芝 


メイ ンダ イヤ ル を 回 す と チャ ン ネ ルス テッ プ が 下記 の 
順 で 変化 し ます 。 
5kHz 一 * 10kHz 一 * 225krz 、、 マ イク ロホ ン の UP キー を 


幸 す か が 、 メ イン ダイヤル を 
時 計 訪 向 に 回 す 。 


て 25kHz *ー 20kHz *ー 15 kHz 


. チャ ン ネ ルス テッ プ を 選択 し た ら . フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 


か 。 マイ クロ ホン の PTT スイ ッ チ を 提 し て くだ きい 。 
受信 局 流 数 の 表示 に こ 戻 り ます 。 


. VFO モー ド で あら か じ め 書 き 込 みた い 周 波数 を 衣 択 し 


て お いて ぐだ さい 。 
ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て くだ さい 。 


. M 表示 お 点 減 し て いる 同 に メイ ンダ イヤ ル 又 は マイ ク 


ロホ ン の UP/DWN キー で メモ リー チャ ン ネ ル を 選択 
し て くだ さい 。 

MW キー (ファ ンク ショ ン キ ー) を 押す と メモ リー チャ 
ン ネ ル が 書き 換え られ ます 。 


- ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て くだ さい 。 
、M 表示 が 点 注 し て いる 間 に LOCK キー (REV) を 押し 


て くだ さい 。 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の 表示 が し L に か わり 
ます 。 


| 』 ロロ 1 
加 選 軸 】5 間 7: 
ュー 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー… 


. その 時 の 状態 で は , PTT スイ ッ チ 以外 の キー を 受け つ 


け な く な り ま す 。 


再度 ファ ンク ショ ン キ ー を 押し た 後に , REV キー を 押 


す と キー ロッ ツク 状態 は 解除 され ます 。 


3-2-4. ビー プ 音 の ON/OFF 


ーー 


TO 一 


か 


.・ ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て くだ さい 。. 
.M 表示 が 点 減 し て いる 間 に BEEP キー (TONE) を 提 


し て くだ さい 。 


. ビー プ 斉 の CN/OFF が 入れ 換わり ます 。 


. VFC/M キー で メモ リー モー ド を 選択 し ます 。 
- メイ ンダ イヤ ル 又 は . マイ クロ ホン の UP/ じ WIN キー 


で メモ リー チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 


- っ 


1 ロ 明 衣 Me 


らら 


ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て くだ ざい 。 
M 表示 が 点滅 し て いる 賠 に SKIP キー (SCAN) を 現し 
て くだ さい 。 デ シマ ルポ イン ト が 消灯 し ます 。 
ー、 
』 
5 7 | 


り Mg 


ーー に owa ーーーーーー 


、 メ モリ ー ス キャ ン 中 に , メモ リー スキ ッ プ が 選択 され 


て いる メモ リー チャ ン ネ ル は 飛び 越 さ れ ま す 。 


、 再度 ファ ンク ショ ン キ ー を 提 し て SCAN キー を 捧 す 


と . メモ リー スキ ッ プ は 解除 され デシ マル ポイ ント が 
点灯 し ます 。 


3-2-6. コー ルチャ ン ネ ル 書 込 
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. VFO モー ド で あら お じ め 書 き 込 みた い 周 波数 を 選択 し 


て お いて くだ さい 。 


. ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て くだ さい 。 
, M 表示 が 点 湯 し て いる 商 に CALL W キー (CALL) を 


抱 し て くだ さい 。 


、 コ ー ル チャ ン ネ ル が 書き 換え られ ます 。 


. ファ ンク ショ ン キ ー を 抑 し ます 。: 
. M 表示 が 点 源 し て いる 間 に BAND (MHz) キー を 押し 


て くだ さい 。 
144 MHz バン ド - 一 430 MHz バン ド の 切換 え が さ れき 
す 。 


3-3. 受信 


3-3-1. 周波 数 セッ ト 


1. VFO モー ド 
メイ ンダ イヤ ル を 薄 計 方 向 に 回 す と , 1 タリ ッ ク に 付 
1 チャ ン ネ ルス テッ プ だ け 周 没 数 が UP し ます 。 双 . 
把 絆 計 方 向 に 回 す と 1 クリ ッ ク に 付 1 チャ ン ネ ルス 
テッ プ だ け 千 波数 が DOWN し ます 。 
マイ クロ ホン の UP キー を 1 回 押す と 1 チャ ン ネ ルス 
テッ プ だ け UP し ます 。DWN キー を 1 回 迎 す と 1 
チャ ン ネ ルス テッ プ だ け DOWN し ます =- UP キー, 
DWIN キー は 提 し つづ ける と 早送り に な り ま す 。 


2. メモ リー モー ド 

メイ ンダ イヤ ル を 時 計 方 に 回 す と 1 クリ ッ ク に 付 1 
チャ ン ネ ル だ け ビ メモリー チャンネル が UP し ます 。 又 
反 時 計 方 向 に 回 す と 1 クリ ッ ク に 付 1 チャ ン ネ ル だ 
け メ モリ ー チ ャ ン ネ ル が DOVWIN し ます 。 

マイ クロ ホン の UP キー を 1 回 押す と 1 チャ ン ネ ル だ 
け メ モリ ー デ チャ ン ネ ル が UP し ます , DWN キー を 1 
回 押す と 1 チャ ン ネ ル だ け メ モリ ー チ ャ ン ネ ル が 
DOWIN し ます 。 UP キー, DWN キー は 提 し つづ ける 
と 早送り に な り ま す 。 


3. コー ルチャ ン ネ ル 
CALL キー を 押し て くだ さい 。 CALL の 表示 を し て メ 
モリ ー チ ャ ン ネ ル “C" の 内 容 を 表示 し ます 。 


ご 注意 ) VFO モー ド , メモ リー モー ド と コー ルチャ ン 
ネル の 詳 係 は 図 の 様 に な り ます 。 


VEO/M キー 
VFO モー ド ーーーーーー 一 ーーーーーーw- メモ リー モー ド 


CALL キー CALL キー 
VFO/M キー VFO/M キー 


コー ルチャ ン ネ ル 
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3-3-2 スキ ャ ン 動 作 


/ / VFO/M キー / / sCAN キー 


ア / 
/ メイ ンダ イヤ ル 


〆 ッ フ ミ 
/ SQL ツマ ミ 


スキ ャ ン 動 作 を させ る 前 に SQL ツマ ミ を 待 記 方 向 に 回 し 
て 虚 信 号 職 に ノイ ズ が 肖 え る 様 に し て お いて くだ さい > 
SCAN キー を 埋 す と スキ ャ ン 動 作 を 陣 始 し ます 。 重信 号 
時 は 次 の テ ャ ン ネ ル に 牧 り ます 。 信号 を 受信 する と その 
チャ ン ネ ル で 一 時 停止 し ます 。 信号 が 箇 く な っ て か ら 2 
秒 後に スキ ャ ン を 再 罰 し ます 。 一 時 学 止 中 に メイ ンダ イヤ 
ル を 回 す な が . マイ クロ ホン の UP キー 又は DWIN キー を 提 
す と スキ ャ ン を 再 界 し ます 。 


スキ ャ ン 中 は デン マル ボイン ト が 京 洲 し て いま す : 

スキ ャ ン 季 作 を 解除 する に は , 再 SCAN キー を 押す か . 

マイ クビ ホン の PTT スイ ッ テ を 押し て くだ さい 。 

世 ) スモ キャン は 表示 中 の 周 浸 数 ぶり 問 始 し ます の で 計 意 し 
て くだ さい >。 


1. ブロ グラ ム ス キ ャ ン 
VFO モー ド で で きま す 。 
メモ リー チャ ン ネ ル の “A" と や "に あら だ じ め ス キャ 
ン さ せ た い 周波 数 葉 形 を メモ リー させ て お いて ぐ くださ 
い 。 
SCAN キー を 押す と “A"、"D" 侯 を その 時 の チャ ン ネ 
ルス テッ プ で スキ ャ ン し て いき ます - 


ザ 
で 限 周 小 表 ーー ナーーーーーーーーーー] 上 限 周 流 数 

CA "D' どちら が 高い 周波 広 で も か まい ませ ん 。) 
VFO と "A", *b" の 周 洲 数 和夫 が 別々 の 場合 は , VFO ス 
キャ ン に な り ま す 。 


2.、 メモ リー スキ ャ ン 
メモ リー モー ド で で きま す 。 
メモ リー チャ ン ネ ル を 順に スキ ャ ン し て いき ます 、 メ 
モリ ー ス キッ プ が 選択 され て いる メモ リー チャ ン ネ ル 
は 飛び 壮 し て スキ ャ ン し ます 。 


ー]2 一 


3、VFO スキ ャ ン 
プロ グラ ム ス キ ャ ン で “A"。 "b" を 同じ 周波 数 又は , 
VFO と "AD" を 別々 の 海流 数 季 に し ます と . VFO 
スキ ャ ン と な り , VFO 周波 致 規 の 下 隈 周波 数 と 上 限 
周波 数 の 間 を スキ ャ ン し ます 。 


3-3-3. プラ イオ リティ ー 受 信 
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1. VFO プラ イオ リティ ー 
VFO ミー ド で PRI キー を 押す と VFO 周波 数 と 表示 中 
の メモ リー チャ ン ネ ル を 交互 に 受信 し ます 、 受信 時 間 
は . VFO 周波 数 5 秒 、 メ モリ ー テ チャンネル 1 秒 で す 。 
再度 PRI キー を 所 す と プラ イオ リティ 動作 は 朋 除 され 
ます 。 


2. メモ リー ブラ イオ リティ ー 
メモ リー モー ド で PRI キー を 押す と . メ ミ リー チャ ン 
ネル と VFO 居 波 数 を 交互 に 受信 し ます 。 受信 時 間 は 、 
メモ リー チャ ン ネ ル 5 秒 , VFO 周波 数 1 秒 で す 。 再 
屋 PRI キー を 押す と プラ イオ リティ ー 各 作 は 肢 除 され 
ます 。 


3. コー ル ブ ラ イ オリ ティ ー 
コー ル デ テ ャ ン ネ ル 呼 び 出し 状態 で .、PRI キー を 押す と , 
コー ルチャ ン ネ ル と VFO 周 浸 牙 を 交互 に 受信 し ます , 
受信 時 間 は , コー ルチャ ン ネ ル 5 秒 , VFO 周波 数 1 
秒 で す 。 和 再度 PRI キー を 押す と プラ イオ リティ ー 動 作 
は 解除 さ れ ま す 。 


オプ ショ ン の トー ンス ケル チ ユ ニッ ト (EJ-3U) 

を 取り 付け た 時 に 動作 し ます 。 

1. TONE キー を 抑 し て トーン 周波 数 の 表示 に し て くだ さ 
い 。 (ENC の み 表 示さ れ て いま す 。) 


ーー 


ロロ .5 


レー ーー つつ sr つ or ーー 


2. メイ ンダ イヤ ル 又 は . マイ クロ ホン の UP キー, DWN 
キー で トー ン 周 波数 を 選択 し ます 。 

3. 再度 TONE キー を 押す と , ENC, DEC の 表示 が され 
て 受信 周波 数 の 表示 に 戻り ます 。 


| wc pec 


(9587 


ーー リー ロー パー ニー" 


4. トー ンス ケル チ 機 能動 作 時 に は , 受信 し た 信号 中 に 指 
定 さ れ た トー ン 周 波数 が 含ま れ て いな いと スケ ル チ は 
開き ませ ん 。 

5. 再度 TONE キー を 押す と トー ンス ケル チ 棒 能 は 解除 さ 
れ ま す 。 

ご 注意 ) トー ンス ケル テ の み の 設 定 は で きま せん 。 


3-4. 送信 


送信 する 場合 は , 送受 念 周波 数 が 同じ シン プレ ッ タ スモ ー ド と , 送受 信 周 波数 が 異な る デュ ー プ レッ クス モー ド が あり ます 。 


送信 状態 で は ON AIR の 表示 が され ます 。 


レッ クス モー ド 


3-4-2. デュ ー プ レッ クス モー ド 
デュ ー プ レッ クス モー ド に は ーー シフト, シフ ト 
ル の 3 つの 動作 が あり ます 。 


1) (一 ) シフ ト 
1. SHIFT キー を 押し て くだ さい 。 
2. と, シフ ト 周 波 到 が 表示 され ます 。 


144 MHz 旬 430 MHz 電 
ロ [ 
ei ee 


3. 希望 の シフ ト 周 波数 を 選択 し て くだ さい 。 
マイ クロ ホン 


9 6MHz っ 8MHE っ 76 MHz-*0 MS UP キー 


メイ ンダ イヤ ル 
呈 計 方 向 
4. SHIFT 以外 の キー を 押す と 一 の 表示 と 受信 周 流 数 の 表 
示 に 戻り ます 。 
加 | 加 


草 市 に 理 7f: 人 半生 朋 導 
レーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ーー リー リー ニー し ー で アッ ーーーーーー | 


5. (一 ) シフ ト の 状態 で 送信 を する と 受信 周 没 数 か ら シ フ 
ト 周 流 数 を 引い た 周 肖 数 を 送信 し ます 。 

例 ) シフ ト 周 波 敷 50 MHz で 受信 周波 数 439.00 MHz 

の 場合 は 、434.00 MHz を 送信 し ます 。 

6. (一 ) シフ ト さ れ た 周波 致 が 下 の 周波 粗 を 越え る 場合 
は 送信 され ませ ん 。 

7. (一 ) シフ ト を 解除 する に は , SHIFT キー を 4 回 押し 
て く た さ い 。 
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1. 者 望 の 周波 数 を 選択 し て くだ さい : 

2. マイ クロ ホン の PTT スイ ッ チ を 振 す と 送信 状態 に な 
り ま す 。 

3. マイ クロ ホン に 向かっ て 話し て くだ さい 。 

4. PTT スイ ッ チ を 路 す と 受信 状態 に 戻り ます 。 


2) ( 十 ) シフ ト 

1、( 一 ) シフ ト の 13 の 操作 を し て くだ さい 。 

2. 再度 SHIFT キー を 押す と , 十 と シフ ト 周 波数 が 表示 さ 
れ ま す . 


+ 


ドド ナー リー ロー バー レー バー 


3、SFIFT 以外 の キー を 押す と の 表 示 と 受信 周波 数 の 表 
示 に 戻り ます : 


LILBH | 1334 」 
4、( 填 ) シフ ト の 状態 で 送信 する と 受信 周波 雪 に シフ ト 周 
肖 数 を 足し た 周波 数 を 送信 し ます 。 


例 ) シフ ト 周 波 宮 5.0 MHz で 受信 周波 数 434.00 MHz 
の 場合 は 439.00 MHz に な り ま す 。 
5. (+) シフ ト さ れ た 周波 致 が 上 居 の 周波 数 を 起 え る 場合 
は 送信 され ませ ん 。 
6. ( 十 ) シフ ト を 解除 する に は , SHIFT キー を 4 回 押し 
て くだ さい 。 


3) デュ アル (スプ リッ ト 運 用 ) 

1. メモ リー チャ ン ネ ル "d" に 送信 し た い 周 波数 を メモ 
リー し て お いて くだ さい 。 

2. SHIFT キー を 3 回 押し て くだ さい 。 

3. DUAL の 表示 を し て 受信 周 流 委 の 表示 に 戻り ます 。 


LMS 7 1 


4. DUAL の 状態 で は 受信 周波 致 に 関係 な く "d" チャ ン ネ 
ル の 周 流 数 で 送信 し ます 。 

5. VFO 局 波数 と “d'" チャ ン ネ ル の 周波 数 が 別々 の 周波 数 
融 の 場合 は , 同時 送受 信 が 可能 に な り ま す 。 

(例え ば VFO が 145.00 MHz で 'd す "チャンネル が 
433.00 MHz の 場合 ) 

5. 同時 送受 信 で 運用 する 場合 は 送信 周波 数 と 受信 周波 数 
が 丁度 3 倍 に な る 場合 は , 受信 感度 が 極端 に 悪く な り 
ます の て 注意 し て くだ さい 。 

7. DUAL を 解除 する に は , 再度 SHFT キー を 押し て くだ 
さい 。 


ーーーーーー ーー 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーm 


4) REV 動作 

デュ ー プ ブレ ックス モー ド で REV キー を 押す と 送受 信 周 没 
致 が 入れ 換わり . REV の 表示 が され ます 。 

PTT スイ ッ チ 以外 の キー を 押す と REV 動作 は 刻 除 され ま 
す 。 


3-4-3. トー ン エ ンコ ー タ ダー 


(オプ ショ ン EJ-3U 使用 時 ) 


オプ ショ ン の トー ンス ケル テテ ユ ニッ ト を 取り 付け 

能 で す 。 

1. ~ONE キー を 完 し て トー ン 周 小 序 の 和 表示 に し て ぐ くだ き 
い 。 

2. 希望 の トー ン ン 周 流 数 を 選択 し て くだ さい 。 

3. fONE 以外 の キー を 押す と . ENC と , 受信 周 肖 到 の 哀 
示 に 戻り ます . 

4. トー ンス ケル チ 機 能 も 同時 に 動作 きせ た い 和 持 は . 
TONE キ ー を 押し て くだ さい 。 (3-3-4 トー ンス ケル 
チ 提 慈 : 

5. トー ン エ ンコ ー ダ ー が 態 の 時 、 送 信 時 に トー ン が 送信 
され ます 。 

6. トー シン エン コー ダー を 棚 除 する に は . TONE キ ー を 3 
憧 し て くだ さい : 


た 時 に 可 


3-4-4. 88.5 Hz トー ン 
DR-510 SX/HX は 88.5 Hz の トー ン 発 生 器 を 格 準 で 半 
し て いま す 。 


1. TONE キー を 押し て トー ン 周 波数 の 表示 に し て くだ さ 
い 。 

2. TONE 以外 の キー を 迎 し て くだ さい 。ENC と 受信 周 六 
数 の 表示 に 戻り ます 。 


3. 
4. 


送信 時 に 88.5 Hz が 自動 的 に 送信 され ます 。 
解除 する に は TONE キー を 3 回 提 し て くだ さい 。 


ご 注意 ) トー ン 周 波数 を 88.5Hz 以外 に 設定 し て も 
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88.5 Hz の トー ン し か な 避 
だ さい 


ませ ん の て 注意 し て く 


3-5. リセ ッ ト 
9 メモ リー 0 


*LCD の 表示 が 実 党 
生き 次 の OHP ご さい 


る 場合 


1.F キー と VFO/M キー を 同時 に 理 し た まま 、 電 源 を 
OEF 一 ON し て くだ さい 。 
2. それ ま て の 涯 波 数 を 浴 し て , コー 
り ま す 。 


ル 周 波数 の 表 志 に な 


3. リセ ッ ト を 行う と それ ぞ れ 下 の 表 の 穫 に な りき す 


p 


VHF 06MHz 
UHF 50MLHz 


偶数 145.00 
拉 語 数 433.00 


3-6. レビ ー タ ー に よる 交 1 


泊 REV の 区 宮 が 表示 され る 1 いる @ 揚 全 ば REV キー を 手 
し て くだ さい 。 

2. トー ン 周 波数 を 88.5 Hz こ セ ッ ト し て くだ さい 。 
(つき - キ は 、 トー シン キシ コー ダー 

3. アク セス し た い レ ビー ター の 周波 数 を 選択 し て くだ さ 
い . (3-3-) 周波 数 セッ ト }) 

4.(ー) シ フト で シフ ト 属 注 数 5 MHz に セッ ト し て くだ 
きい 。 (っ 3-4-2 1: 『ー) シ ラフト) 

5. マイ クロ ホン の PTT スイ ッ チ を 振 す と , 送信 状態 に 
な り ま す の で マイ クロ ホン に 責 っ て 話し て くだ さい 。 


M 


ご 注意 : 5 
送信 する 前 に 、 他 の 週 作 こ 朋 信 を 全 え な いこ と を お 
確か な めく だ きい 。 


、PTT スイ ソ ツチ を 放す と 受信 状態 に 戻り ます 。 


{REV キー を 暫 し て . 相手 局 の 電波 を 盲 授受 信 で きれ 
は ば レビー ター を 刊 務 し な ぐ く て も 交信 で きる 可能 性 が あ 
り ま す } 


3-7. レビ ー タ ー に つい て 
3-7-1. レビ ー タ ー と は 


VHF 辻 以 上 の 周波 数 の 富 波 は 、 その 性質 上 一 般 に 到達 
処 囲 は 可視 距 中 ま た は 地上 波 な ど で 婁 く 能 醒 と され て いま 
す 。 し か お し, 電波 法 の 改正 に より わが 還る レビ ー タ ー ( ア 
マチ ュ ア 務 用 中 簡 局 ) の 利用 が で きる よう に な じ , 小 出 
カ の ハン ディ トラ ン シ ー バ ー で も さら に 間 器 の アマ チュ 
ア 局 と 交信 する こと が で きる よう に な り ま し た , レビ ー 
ター と は 動 無明 中 継 局 の こと で . シス テム の 原 替 は 次 の 
と お り て す 。 

例え ば 、A 局 が レピータ ー の 入力 周 没 数 *f1) で 電波 を 
発 釣 す る と . レビ ー タ ー は その 理 激 を 受信 し , 別 の 周波 数 
G2) に 受 換 し た 後 , 一 定 の 出力 で 自動 的 に 送信 し ます 。 
局 は , レビ ー タ ー が 送信 し た 周 流 数 (2) を 受信 し ます 。 


kei タ SUM 


16 三 


日 局 が 送信 ずる 場合 は . この 逆 の 動作 を し ます 。 こ の よ 
うに し て 自動 中 継が 行わ ね れ ま す 。 
ン ヒ ビー ター 局 


S 出 力 周波 数 MHz2 
439.52 
439.54 
439.56 
439.68 
439.60 
439.62 
439.64 
439.66 
439.68 
439.70 
439.72 
439.74 
439.76 
439.78 
439.80 
439.82 
438.84 
439.86 
439.88 
439.90 
439.92 
439.94 
439.96 
439.98 


SO 


の ター ザー ビス 


1. 保証 書 一 保証 書 に は 必ず 所 定 事項 (ご 購入 言 名 、 ご 
購入 三 ) の 記入 お よび 記 鞭 内 容 を お 奄 か め の エ て . 大 切 に 
保存 し て くだ さい 。 

2. 保証 央 間 一 お 思い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 

正 党 な ご 使用 状態 で この 期間 内 に 万 一 落 隊 が 全 じ た 場合 
は . お 手数 で す が 製 に . 昌 証 書 を 朱 え て . お 買い 上 ば げ ば 全 
販売 言 ま た は 当社 サー ビス 窓口 に ご 措 訂 く だ きい 。 保 
証書 の 在 定 に 従っ て 修理 いた に し ます 。 


4-2. 故障 と お 考え に な る 前 に 
EE 1. 受 5 


3. 侯 証 世 周 経 追 後 の 修理 こつ いて は お 買い 上 ば の 過 吉 店 
また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 直 談 く だ きい 。 
党 軍 に よっ て 機 空 が 維持 で きる 場合 に は お 客 様 の ご 要望 
に よう り 有 料 で 修理 いた し ます 。 

アフ ター サー ビス に つい て 、 ご 不明 さ 京 は お 買 に 上 げ 
の 販売 ま た は 当社 サー ビス 訟 口 に ご 相談 くだ さい 。 


な 


電源 スイ rt は を スプ ブレ | a. 電源 の ( 十 ) 端 字 と (一) 端子 の [| 3 DC 電 源 コー ド ( 付 震 品 ) の 赤色 


イ に 和 何 も 表 示し な い 。 援 続 が 逆 に な っ て いる 。 上 多 を ( 十 ) 子 , 黒色 側 和 を (一 ) 
端子 に 王 し く 控 続 し て くだ さい 。 
5. ビュ ー ス が な 切れ て いる 。 b. ヒューズ が 切れ た 旭 因 に 隣 する 化 
翌 を し た 後 , 指定 容量 の ヒュ ー ズ 
と 交換 し て くだ さい 。 
DR-510HX : 15A 
DR-510SX : 4A 
表示 が 暗い 。 電流 雪 圧 が 低下 し て いる 。 電源 雪 圧 は DC 13.8V で す 。 
スピ ビー カー か ら 音 が 出 な い 。 a. VOL つま み を 反 時 計 方 向 に 絞り 8 VCL つま み を 適当 な 音量 に セッ 
受 介 で き な い 。 すぎ て いる 。 ト し て くだ さい 。 
b. スケ ル チ が 百 じ て いる 。 5. SQL つま み を 反 時 計 方 向 に 回 し 
て くだ さい >。 
c. トー ンス ケル チ が 動作 し て いる 。 CcC. トー ンス ケル チ を CFF に し て く 
だ さい 。 
すす マイ タロ ホン の PTT スイ シッ チ が dd すみ や か が に PTT スイ ッ チ を OcCF 
| 押さ れ . 送信 状態 に な っ て いる 。 に し て くだ さい 。 
| SCAN キー を 押し て も スキ ャ ン し な SQL つま み の 六 加 な ど ス キャ ン 動 作 ー 3-2-2 スキ ャ ン 動 作 
い 。 の 条件 が 満 坪 し て いな い 。 | 8 
| メモ リー の バッ クア ッ プ が で き な | パッ クア ッ プ 有 局 リ テウ ム 写 池 の 寿 ー4-3 マイ クロ コン ピュ ー タ ー の 
い 。 命 。 


メモ リー バッ クア ッ プ 用 リチウム 電 


2 8 
. マイ クロ ホン 端子 の 差し 込み 不 完 
合 


2 マイ クロ ホン を 古 実 に 浴 し 込ん で 
くだ さ し いし)。 
b. アン テ ナ を 確実 に 透 続 し て くだ さ 


い 。 
ー3-4-3 トー ン エ ンコ ー タ ダー 
3-6 レビ ー タ ー に よる 交信 。 


. アン テ ナ の 援 続 不良 。 


トー ン 周 流 数 な ど レ ビー ター に よ 
交信 の 条件 が 滴 足 し て いな い 。 


レビ ピーター を アク セス で き な い 。 


】 WM ゃ 
4-3. マイ クロ コソ ビュー ター の メモ リー バッ クア ッ プ 用 リチウム 電池 の 交換 
マイ クロ コン ピュ ー タ ー は . リチウム 電池 で バッ クア ッ バッ クア ッ プ され な ぐ な っ た 場合 は リチウム 電池 の 叶 
プ さ れ て いま す 。 し た が っ て POWER スイ ッ チ を 切っ て 姜 で す の で , 電池 の 交換 が 必要 で す 。 電 池 の 交 換 は , お 買 
も メモ リー は 保持 され ます 。 い 求 めい た だ いた 販売 店 . また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相 
リチウム 電池 の 寿 全 は 約 5 年 で す 。 く だ さい 。 


ーー 


5. 参 考 。---- 則 


5-1. 申請 書 の 書き 方 


本 機 に より アマ チュ ア 無 間 局 の 甲 語 を する 場合 は 市販 な お , DR-510HX で 申請 する 場合 は , 第 2 打 ア マチ ュ ア 
の 申請 用 系 に 下記 の 事 鞭 を まち が いな く 記 村 の うえ 申請 し 無線 技士 以上 の 吹 招 が 必要 で す 。 
て くだ さい 。 本 機 を 重用 し て 軍 証 部 定 を 受け る 場合 は 、 栄二 馴 時 の 送 
* 負 の 告 所 に は , 下記 の 表 よ り そ わ ぞ れ の モデ ル に 玉 当 信 欄 系 弧 図 の 剛 に 登録 番号 、 また ら . 送信 様 の 導 種 品 再 を 
する 事項 を 記入 し て くだ さい > 記載 すれ は 送信 機 系 弥 図 の 記載 を 涯 呂 する こと が 出 玩 ま 
す 。 
( 虹 線 局 免許 申請 書 ) (アマ チュ ア 局 免許 申請 の 保証 願 〕 


31 和希 当 する 周波 数 の 結 囲 、 伴 中 線 富 力 、 電 濾 の 只 式 
財 漬 数 着 Ye 
144 MHz *1 
430 MHz *2 


無線 鋼 侯 室 
登録 議 竹 の 登録 
番号 も し く は 名 本 


送電 2 送信 機 


湊 付 団 面 口 
(作風 凌 将 の 語 元 の 


144 MHz 帯 
430 MHz 帯 


チ 3 


り 97292 身 調 


144 MHz 需 M57747X 1 144 MHz 帝 M57726X 1 


430 MHz 帯 M57252X 1 430 MHz 帯 M5778BMX 1 
144MHz 帯 138V 20W 144 MHz 帯 138V 90W 」 


430MHz 錠 138V 20W 430MHz 帯 138V 70W 
使用 する 識 中 線 の 型式 を 記入 し て くだ さい 。 


AL-60 AL-61M 
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6 DR-510 シリ ー ズ 川 


| DR-s4o5sX | DR-510HX 
144ー146/430 一 440 MHz 


F3 (FM) 
ン ビ ピータン ス 50n 
電 圧 DC13.8 V 
VHF 送信 約 28A 約 95A 
VHF 受信 遇 | 約 0.5A 約 05A 
: UHF 送信 約 35A 約 10A 
欄 UHF コー 約 0.5A 
寸 法 ( 突 起 物 し ) 140X50x 174 fmm) 140X50X205(rmy 
重 量 約 15009 約 1200g 


VHF HI 10W 
VHF LOW 1W 


UHF HI 時 10W 35W 
1W 5W 
座 式 リア クタ ンス 変調 
最 偏 移 土 5kHz 
ス アァ 射 強度 ー60 dB 以下 
受 信 方 式 ダブ プル スー パー ヘテロ ダイ ン 方 式 
受 | 中 。 剛 周 江 数 VHF 70.7 MHz455 kHz. UHF 30.825 MHz/455 kHz 
言 | 受 信 王 度 12 dB SINAD 一 16dEz ] 
部 | 蛋 択 - 度 土 6 kHz 以上 /ー6 dB 土 12 kHz 以下 一 60 dB 
低 周 波 人 負荷 イン ピー ダン ス 8Q 


JAIA 日 本 アマ チュ ア 朱 線 比 器 工業 会 で 定め た 肖 定 法 
で 濁 定 し た も の で す 。 (一 郡 社内 漁 定 法 を 含む 。) 
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